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Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
年
金
友
の
会

六
日
市
支
部
・
柿
木
支
部
合
同
受
給
者
大
会

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
年
金
友
の
会
六
日
市
支
部
（
中
田
元
支
部
長
）・
柿
木

支
部
（
坂
下
憲
一
支
部
長
）
は
８
月
２
日
、
吉
賀
町
民
六
日
市
体
育
館
で
合
同
受
給
者
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
両
支
部
を
代
表
し
、
柿
木
支
部
の
三
浦
貞
光
副
支
部
長
が
来
賓
の
ご
臨
席

に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
後
「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
中
東
紛
争
な
ど
、
未
だ

世
界
各
地
で
争
い
が
続
い
て
お
り
、
一
日
も
早
い
停
戦
・
戦
争
終
結
に
向
け
た
協
議
が
成
さ

れ
る
よ
う
願
っ
て
い
る
。
本
日
は
令
和
７
年
度
活
動
計
画
の
中
に
、
年
金
友
の
会
六
日
市
支

部
と
柿
木
支
部
の
統
合
に
関
す
る
内
容
の
も
の
を
盛
り
込
ん
で
お
り
、
後
ほ
ど
ご
審
議
を
お

願
い
し
た
い
。
吉
賀
町
に
お
け
る
年
金
受
給
者
の
５
割
の
方
が
、
受
け
取
り
を
Ｊ
Ａ
口
座
に

指
定
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
職
員
に
よ
る
日
々
の
推
進
活
動
も
行
っ
て
い
る
が
、
皆

様
に
は
知
人
等
一
人
で
も
多
く
の
方
に
Ｊ
Ａ
を
振
込
先
に
お
勧
め
い
た
だ
き
、
会
員
の
増
加

等
本
会
の
益
々
の
発
展
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

続
い
て
来
賓
を
代
表
し
て
吉
賀
町
岩
本
一
巳
町
長
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
竹

長
隆
本
部
長
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
情
勢
報
告
並
び
に
令
和
６
年
度
活
動
報
告
・
令
和
７

年
度
活
動
計
画
を
森
本
司
六
日
市
支
店
長
が
行
い
、
11
月
の
「
寿
ロ
ー
ド
」、
来
年
２
月
の

親
睦
日
帰
り
旅
行
（
予
定
）
へ
の
参
加
も
お
願
い
し
ま
し
た
。

開
会
の
挨
拶
に
も
あ
っ
た
支
部
の
統
合
に
よ
る
「
J
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
年
金

友
の
会
吉
賀
支
部
」
の
設
立
を
全
会
一
致
で
承
認
し
、支
部
長
に
竹
中
和
博
さ
ん
（
六
日
市
・

蔵
木
）、
副
支
部
長
３
名
は
、
加
藤
久
人
さ
ん
（
七
日
市
・
朝
倉
）、
三
浦
貞
光
さ
ん
（
柿
木
・

下
須
・
白
谷
）、
永
安
芳
和
さ
ん
（
福
川
・
椛
谷
・
木
部
谷
・
大
野
原
）
を
決
定
し
ま
し
た
。

休
憩
を
挟
ん
で
、講
演『
エ
ン
ジ
ョ
イ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
』。エ
レ
ク
ト
ー

ン
の
演
奏
や
歌
を
聴
き
な
が
ら
、
会
場
の
参
加
者
自
身
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
る
簡
単
な
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
フ
ラ
オ
リ
ノ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
フ
ラ
ダ
ン
ス
」、

地
元
八
久
呂
太
皷
保
存
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
八
久
呂
太
皷
」
の
披
露
と
続
き
、
最
後
は
抜

月
神
楽
団
に
よ
る
恵
比
寿
な
ど
「
石
見
神
楽
」
の
奉
納
が
あ
り
ま
し
た
。

梅
雨
明
け
が
早
く
厳
し
い
暑
さ
が
続
く
中
、
会
場
内
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
総
会
資

料
に
掲
げ
た
「
70
才
、
80
才
は
働
き
ざ
か
り
」
に
始
ま
る
合
言
葉
ど
お
り
、
改
め
て
人
生

１
０
０
年
時
代
を
実
感
で
き
た
大
会
で
し
た
。

柿木支部
三浦副支部長挨拶

岩本町長
来賓挨拶

竹長本部長
ＪＡ挨拶

新設の吉賀支部役員の皆さん。左から支部長の竹中さん、
副支部長の永安さん・加藤さん・三浦さんです。
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産
直
コ
ー
ナ
ー
愛
菜
果
市
「
旬
」
通
常
総
会
開
催

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
女
性
部
日
原
支
部
集
会

農
産
物
直
売
コ
ー
ナ
ー
出
荷
者
協
議
会
（
大
畑
秀
人
会
長
）
は
、

７
月
30
日
益
田
市
立
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い

て
第
20
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
大
畑
会
長
は
「
猛
暑
続
き
で
多
発
す
る
害
虫
の

駆
除
が
行
き
届
か
ず
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
安
心
安
全
な
農
産
物

を
届
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
我
々
生
産
者
に
と
っ
て
は
厳
し
い

状
況
と
い
え
る
。
消
費
者
か
ら
は
農
薬
の
使
用
を
極
力
抑
え
た
快

適
な
環
境
で
育
っ
た
物
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
昨
今
で
は
農
薬
に

頼
ら
な
い
農
業
の
研
究
が
進
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
農
薬
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
も
あ
り
、
使
用
を
極
力
抑
え
た
安
心
安

全
な
農
産
物
づ
く
り
で
消
費
者
の
期
待
に
応
え
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

続
い
て
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
大
場
尚
俊
理
事
は
挨
拶
で
、
先
月
22
日
の
Ｊ
Ａ
し

ま
ね
通
常
総
代
会
に
お
い
て
理
事
に
選
任
さ
れ
た
報
告
を

行
い
「
生
産
資
材
の
高
騰
や
気
候
変
動
等
厳
し
い
環
境
が

続
い
て
い
る
。
そ
ん
な
中
で
も
総
会
資
料
に
掲
げ
る
『
自

分
た
ち
の
作
っ
た
農
産
物
を
自
分
た
ち
の
手
で
消
費
者
に

渡
す
』
こ
と
を
基
に
、
安
全
安
心
な
農
産
物
の
販
売
を
原

点
と
し
て
、
今
後
も
引
き
続
き
新
鮮
で
美
味
し
い
農
産
物

の
生
産
に
励
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

議
長
を
大
畑
会
長
が
務
め
議
案
審
議
を
行
い
、
令
和
６

年
度
活
動
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、
令
和
７
年
度
活
動
計

画
並
び
に
収
支
予
算
案
等
全
て
の
議
案
を
可
決
承
認
し
ま

し
た
。

第
４
号
議
案
の
役
員
改
選
で
は
、
大
畑
会
長
以
下
副
会

長
・
理
事
の
留
任
と
監
事
の
交
替
を
決
定
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
「
農
薬
の
適
正
使
用
に
つ
い
て
」
と
題
し
、

西
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
益
田
事
務
所
農
業
部
に
よ

る
研
修
会
が
行
わ
れ
、
農
薬
を
使
用
す
る
際
の
注
意
点
な

ど
に
つ
い
て
再
確
認
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
女
性
部
日
原
支
部
（
中

島
恵
子
支
部
長
）
は
７
月
31
日
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
日

原
支
店
ひ
ま
わ
り
の
２
階
会
議
室
に
お
い
て
令
和

７
年
度
日
原
支
部
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
に
続
き
出
席
者
全
員
で
綱
領
の
唱
和
を
行

い
、
中
島
支
部
長
は
挨
拶
で
「
こ
れ
ま
で
の
最
高

気
温
の
記
録
が
更
新
さ
れ
る
な
ど
、
今
後
ど
れ
だ

け
暑
く
な
る
の
か
と
心
配
に
な
る
。
毎
日
暑
い
日

が
続
き
水
不
足
も
あ
り
、
野
菜
作
り
等
を
さ
れ
て

い
る
方
は
大
変
だ
と
思
う
。
集
会
終
了
後
に
は
終

活
セ
ミ
ナ
ー
も
計
画
し
て
い
る
の
で
最
後
ま
で
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

議
長
に
村
上
照
子
さ
ん
を
選
任
し
、
令
和
６
年

度
の
活
動
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、
令
和
７
年
度
の
活
動
計
画
並
び
に
収
支
予
算
案

の
審
議
を
行
い
、
全
会
一
致
で
可
決
承
認
し
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
ハ
ム
づ
く
り
の
取
り
組

み
に
関
す
る
意
見
が
あ
り
、
地
域
区
分
や

参
加
人
数
等
、
よ
り
最
善
の
方
法
を
検
討

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

休
憩
を
挟
ん
で
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ

み
地
区
本
部
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
の
石

田
豊
樹
セ
ン
タ
ー
長
に
よ
る
、『
今
を
よ

り
良
く
生
き
る
た
め
の
活
動
』
と
題
し
た

終
活
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
、
法

的
な
効
力
は
無
い
も
の
の
、
自
身
の
備
忘

録
と
し
て
書
き
記
す
オ
リ
ジ
ナ
ル
ノ
ー
ト

「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
の
活
用
方
法

等
に
つ
い
て
資
料
と
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
た

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

大畑会長挨拶大場理事挨拶

「ここに居られる皆さんはお元気で急ぐ必要はありません
が」と始まったセミナー。
ゆっくり・少しずつ色々なことを書き残すことで、残され
た家族へ思いが伝えられるエンディングノートの活用につ
いて説明がありました。
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赤
雁
農
村
歳
時
記　

第
２
弾
生
き
物
調
査

益
田
市
赤
雁
町
の
有
限
会
社
赤
雁
の
里
（
渡
邊
一
行
代
表
）
と
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み

地
区
本
部
は
７
月
27
日
、
同
町
の
赤
雁
の
里
交
流
館
周
辺
で
、
益
田
市
内
の
小
学
生
や
幼

児
と
そ
の
家
族
40
人
が
参
加
し
、
農
村
歳
時
記
の
生
き
物
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
っ
て
渡
邊
代
表
は
、
猛
暑
の
な
か
の
参
加
に
感
謝
を
述
べ
た
後
「
こ
の
沖

田
川
に
は
色
ん
な
生
き
物
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
た
ん
ぼ
の
中
に
も
皆
が
日
頃
目
に
し
た

こ
と
が
な
い
生
き
物
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
し
っ
か
り
と
楽
し
ん
で
夏
休
み
の
思

い
出
を
作
っ
て
帰
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

続
い
て
Ｊ
Ａ
挨
拶
を
西
い
わ
み
地
区
本
部
竹
長
隆
本
部
長
が
行
い
「
私
も
田
ん
ぼ
を

作
っ
て
い
ま
す
が
、
今
日
は
皆
さ
ん
が
ど
ん
な
生
き
物
を
見
つ
け
る
か
楽
し
み
で
す
。
色

ん
な
生
き
物
を
見
つ
け
て
勉
強
し
、『
来
て
み
て
良
か
っ
た
な
あ
』
と
思
え
る
ぐ
ら
い
大

い
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

開
会
式
を
終
え
た
参
加
者
は
場
所
を
移
動
し
、
稲
の
生
育
状
況
に
つ
い
て
島
根
県
西
部

農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
益
田
事
務
所
の
職
員
か
ら
説
明
を
受
け
、
春
に
植
え
た
「
米
」

の
文
字
と
「

」
の
絵
が
ハ
ッ
キ
リ
と
浮
か
び
上
が
っ
た
「
き
ぬ
む
す
め
」
の
状
態
を
確

認
し
ま
し
た
。

更
に
側
を
流
れ
る
沖
田
川
へ
と
場
所
を
移
し
た
参
加
者
は
、
捕
獲
用
の
網
と
虫
か
ご
を
手

に
川
へ
入
り
、
高
津
川
水
系
の
生
態
に
詳
し
い
吉
賀
町
の
「
魚
酔
」
吉
中
力
先
生
か
ら
、
川

辺
に
生
息
す
る
生
き
物
を
見
つ
け
る
方
法
や
、
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
吉
中
先
生
か
ら
教
わ
っ
た
「
ガ
サ
ガ
サ
」
と
い
う
手
法
で
、
葦
な
ど
多

年
草
の
陰
や
石
の
隙
間
へ
何
度
も
網
を
入
れ
、
様
々
な
生
き
物
を
見
つ
け
て
は
歓
声
を
上

げ
て
い
ま
し
た
。

調
査
を
終
え
生
き
物
が
入
っ
た
ケ
ー
ス
の
中
身
を
確
認
し
て
み
る
と
、
ヤ
マ
ト
ヌ
マ
エ
ビ
・

モ
ク
ズ
ガ
ニ・サ
ワ
ガ
ニ・ア
カ
ハ
ラ
イ
モ
リ
、シ
ジ
ミ
な
ど
が
多
く
の
生
物
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

吉
中
先
生
か
ら
は「
こ
れ
だ
け
様
々
な
生
き
物
の
生
息
が
確
認
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、

こ
の
川
の
自
然
環
境
が
損
な
わ
れ
て
い
な
い
証
拠
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

昼
食
は
北
仙
道
地
区
女
性
部
有
志
に
よ
る
、
手
作
り
の
柏
餅
や
お
に
ぎ
り
等
が
入
っ
た

弁
当
と
流
し
ソ
ー
メ
ン
。
恒
例
と
な
っ
た
カ
キ
氷
や
綿
菓
子
も
好
評
で
、
テ
ン
ト
前
で
待

つ
子
ど
も
た
ち
の
注
文
に
追
わ
れ
、
ス
タ
ッ
フ
の
手
が
休
ま
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

色々な生き物が
見つかりました。

甘い綿菓子も人
気です。

暑い日は、
やっぱりカキ氷！

スタッフによって
設置された
流しソーメンの
コースは２本。

吉中先生から
今回見つけた
生き物の説明を
聴きました。
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Nousagyou

令和７年産水稲刈り取り講習会
ＪＡしまね西いわみ地区本部営農経済部米穀課と、島根県西部農林水産振興センター益田事務所農業部は８
月５日から８月８日までの間、令和７年産水稲刈り取り講習会を管内20会場で実施しました。
水稲の生育状況や病害虫の発生状況についての報告を行い、刈り取り・出荷調整に向けて注意点等の説明を
行いました。
講習会参加者からイネカメムシや斑点米カメムシの防除に関する質問が多く、出席した米穀課の職員は、薬
剤の性質や使用時期について詳しく説明を行い、適期防除の徹底で品質の低下を防ぐようお願いしました。

《適期刈り取りのポイント》
収穫時期と品質
・早刈り 青未熟粒の多発の原因となります
・刈遅れ 同割粒、過熟による茶米、乳白粒の増加の原因となります
・特に高温年には、登熟進度が早まるとともに刈遅れによる品質低下が著しくなります
　（刈遅れによって玄米のツヤもなくなります）
・早刈り、刈遅れともに食味の低下を招きます
刈り取り時期の判定

青味籾率による
判定

青味籾率15～10％を目安とします
（青味籾10％減少に積算温度で90℃必要）
つや姫はコシヒカリと同熟かやや早熟であり、コシヒカリと比較してやや早めの刈り取り
を心掛けましょう

《令和７年産水稲病害虫予報》�
病　虫　害 予想発生量 病　虫　害 予想発生量
葉いもち 平年並 斑点米カメムシ類 多い
穂いもち 平年並 ヒメトビウンカ 平年並
縞葉枯病 平年並～やや多い トビイロウンカ やや多い

二カメイチュウ 平年並

《収穫・乾燥・調製》
収　　　　　穫 乾　　　燥　・　調　　　製

●�コンバインの作業性を重視した早期落水は品質
低下につながります

●�出穂後25日間は田面に水分がある状態を保ち
ましょう
●�倒伏した圃場や雑草が多い圃場などで無理な刈り取
りは異物（草の種・石等）の混入につながります

●�乾燥は水分14.0％～15.0％が適正水分です
●�過乾燥（12～13％）のものは同割粒発生の原因
となります
●�15.6％以上は高水分扱いで価格が下がります
●�16.1％以上は規格外扱いになります
●�皆掛重量は１袋あたり30.5㎏で計算します

棚卸による店舗休業のお知らせ：９月30日(火)
９月30日㈫は棚卸のため下記店舗を休業いたします。ご理解をお願いいたします。

益田グリーンセンター・津和野経済センター（しろやま）・日原経済出張所（ひまわり）
吉賀経済センター・柿木事業所 経済店舗・匹見めいぷる

匹見ＳＳは通常通り営業いたします。

白岩多目的集落センター真砂事務所 日原コイン精米 三葛体育館

JAしまね西いわみ
地区本部からの
お知らせ
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Nousagyou
令和７年産米　概算金単価一覧表� 2025/8/25現在

（１）うるち玄米

（２）もち玄米

（３）醸造用玄米

★JA米� 30㎏紙袋、円（税込）
品　　　種 １等 ２等 ３等

コシヒカリ (基準） 14,100 13,900 13,400 
コシヒカリ� (上） 14,200 
コシヒカリ� 高水分 13,950 13,650 
ヘルシー米� (基準） 14,350 14,150 
ヘルシー米 (上） 14,450 
きぬむすめ (基準） 13,900 13,700 13,200 
きぬむすめ (上） 14,000 
きぬむすめ 高水分 13,750 13,450 
つや姫(特別栽培米） (基準） 14,400 14,200 
つや姫(特別栽培米）� (上） 14,500 
つや姫ST(特別栽培米）� (基準） 14,500 14,300 
つや姫ST(特別栽培米）� (上） 14,600 
つきあかり 13,800 13,600 13,100 
※�（基準）は1.85mm以下ふるい目仕様、（上）は1.9mmふるい目仕様のもの
※つや姫STはJAしまねの統一資材を使用したもの

� 30㎏紙袋、円（税込）
品　　　種 １等 ２等 ３等

ヒメノモチ 14,400 13,950 13,450
ヤシロモチ 14,400 13,950 13,450
ココノエモチ 14,400 13,950 13,450
ミコトモチ 14,400 13,950 13,450
その他もち 13,900 13,450 12,950

� 30㎏紙袋、円（税込）
品　　　種 特上 特 １等 ２等 ３等

五百万石 15,500 15,400 15,200 14,650 14,150
佐香錦 16,050 15,950 15,500 14,850 14,350
改良雄町 17,150 17,050 16,400 15,550 15,050
山田錦 17,600 17,500 16,850 15,800 15,050
縁の舞 16,050 15,950 15,500 14,800 14,300

★一般米� 30㎏紙袋、円（税込）
品　　　種 １等 ２等 ３等

コシヒカリ 13,600 13,400 12,900 
きぬむすめ 13,400 13,200 12,700 
つきあかり 13,300 13,100 12,600 
その他うるち 12,100 11,900 11,400 
※コシヒカリ、きぬむすめ1等米の区分仕分について
区分 水分 整粒 被害粒 乳白粒 その他 ふるい目

上・基準 15.5%以下 1等基準70％以上 検査規格内 検査規格内 検査規格内 上は1.9mm、基準1.85ｍｍ以下
高水分 15.6％～16.0％

※水分16.1％以上は「規格外」
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各
地
で
稲
刈
り
が
始
ま
り

令
和
７
年
産
米
の
初
検
査
が
行
わ
れ
ま
し
た

令
和
７
年
度
つ
な
が
る
「
絆
」
活
動

組
合
員
・
利
用
者
と
の
永
続
的
な
関
係
性（
信
頼
）構
築
と
、

事
業
基
盤
の
維
持
拡
大
を
目
的
と
す
る
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
の
「
信

共
連
携
」
は
、令
和
６
年
度
ま
で
の
「
ス
マ
イ
ル
月
間
」「
来

店
感
謝
デ
ー
」
を
融
合
し
、
固
定
客
・
新
規
来
店
者
の
双
方

に
、
分
け
隔
て
な
く
つ
な
が
る
“
絆
”
活
動
と
定
義
し
、
Ｊ

Ａ
し
ま
ね
全
支
店
で
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
に
お
い
て
は
「
支
店
＝
信
用
・
共
済
事
業
の

エ
ン
ジ
ン
（
原
動
力
）」
と
し
て
位
置
づ
け
、「
支
店
力
強
化
」

を
図
る
こ
と
で
信
用
・
共
済
双
方
の
事
業
基
盤
の
根
幹
を
強

化
し
、
実
績
の
伸
張
に
つ
な
げ
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
「
目

指
す
支
店
像
」
を
、
各
支
店
が
主
体
的
に
検
討
実
践
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

西
い
わ
み
地
区
本
部
の
６
支
店
も
そ
れ
ぞ
れ
の
“
目
指
す

支
店
像
”
を
目
標
に
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

益
田
中
央
支
店
は
７
月
29
日
・
30
日
の
両
日
、「
ゆ
ず
っ

こ
ち
ゃ
ん
祭
り
」
を

実
施
し
、
暑
い
な
か

支
店
へ
足
を
運
ん
で

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

に
、
冷
た
い
ゆ
ず
っ

こ
の
無
料
サ
ー
ビ
ス

や
Ｍ
Ｔ
Ｔ
（
ミ
ニ
ト

マ
ト
つ
ま
み
）
ゲ
ー

ム
へ
の
挑
戦
な
ど
、

僅
か
な
時
間
猛
暑
を

忘
れ
て
く
つ
ろ
い
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

梅
雨
明
け
も
早
く
、
作
付
け
か
ら
１
ヶ

月
後
に
は
気
温
が
上
昇
し
は
じ
め
、
高
温

で
推
移
し
た
７
月
の
気
候
は
稲
の
成
長
を

加
速
さ
せ
、
盆
前
に
は
管
内
各
地
で
稲
刈

り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

風
雨
災
害
や
病
害
虫
等
に
よ
る
大
規
模

な
被
害
も
な
く
、
管
内
で
は
順
調
に
生
育

し
た
つ
き
あ
か
り
・
つ
や
姫
・
コ
シ
ヒ
カ

リ
と
い
っ
た
早
生
品
種
の
収
穫
作
業
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地

区
本
部
は
８
月
22
日
、
益
田

市
遠
田
町
の
中
央
倉
庫
で
令

和
７
年
産
米
の
初
検
査
を
行

い
ま
し
た
。

初
日
の
こ
の
日
は
、
早
生

品
種
（
つ
き
あ
か
り
・
コ
シ

ヒ
カ
リ
）
約
１
７
０
袋
が
出

荷
さ
れ
、
検
査
員
は
提
出
さ

れ
た
生
産
履
歴
と
照
合
し
な

が
ら
、
水
分
量
や
粒
張
り
等

生
育
状
態
、
カ
メ
ム
シ
に
よ

る
被
害
粒
は
無
い
か
な
ど
を

確
認
し
等
級
を
確
定
し
て
い

ま
し
た
。

こ
の
日
は
今
年
度
初
の
米

検
査
と
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
検
査
場
へ
出
向
く
検
査
員

も
集
合
し
、
等
級
確
定
判
断

の
均
一
化
を
図
る
統
一
目
合

わ
せ
会
も
行
い
ま
し
た
。

西
い
わ
み
地
区
本
部
営
農

経
済
部
米
穀
課
で
は
、
令
和

７
年
産
米
の
集
荷
目
標
を

８
７
，０
０
０
袋
（
30
㎏
）

と
し
、
10
月
末
ま
で
中
央
倉

庫
を
は
じ
め
と
す
る
８
カ
所

の
検
査
場
所
で
米
検
査
を
行

い
ま
す
。

益田中央支店の目指す支店像 ＝
働きたい支店 「一番」を目指します。（信頼・満足・熱意）

検査用の道具（穀刺し）を使って米を抜き取ります。各検査場に出向く検査員の目合わせを行いました。

早
い
と
こ
ろ
で
は
８
月
初
旬
に
は
稲
刈
り
が
始
ま

り
ま
し
た
。
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西
部
地
区
種
畜
共
進
会

第
一
次
産
業
団
体
が
一
体
と
な
っ
て

益
田
市
長
・
市
議
会
へ
意
見
書
を
提
出

益
田
市
の
経
済
界
の
有
志
に
よ
り
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
（
核
の
ゴ
ミ
）
の
最
終

処
分
場
建
設
の
第
一
段
階
と
な
る
、「
文
献
調
査
」
の
受
け
入
れ
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
益
田
市
農
政
会
議
（
岩
本
和
雄
会
長
）
と
Ｊ
Ａ
し

ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
（
竹
長
隆
本
部
長
）
は
８
月
５
日
、
高
津
川
森
林
組
合
・
Ｊ
Ｆ

し
ま
ね
益
田
支
所
・
高
津
川
漁
業
協
同
組
合
と
合
同
で
、
山
本
浩
章
益
田
市
長
・
福
原
宗

男
益
田
市
議
会
議
長
・
中
島
賢
治
副
議
長
へ
、
最
終
処
分
場
の
受
け
入
れ
に
関
す
る
今
後

全
て
の
運
動
・
活
動
に
断
固
反
対
す
る
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

山
本
市
長
か
ら
は
「
文
献
調
査
の
た
め
の
議
会
請
願
を
中
止
勧
告
し
た
際
の
理
由
の
一

つ
と
し
て
、『
第
一
次
産
業
へ
の
風
評
被
害
等
影
響
が
あ
る
』
と
し
た
こ
と
が
、
本
日
い

た
だ
い
た
意
見
書
に
よ
っ
て
改
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
益
田
市
だ
け
の
問
題
で
は
な
く

影
響
が
あ
る
近
隣
市
町
に
お
い
て
も
反
対
を
表
明
さ
れ
、
ま
た
知
事
も
強
く
反
対
さ
れ
て

お
り
、
こ
う
し
た
動
き
は
終
息
さ
せ
て
い
き
た
い
。
引
き
続
き
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

山本浩章益田市長へ意見書の内容について説明し、それぞれの
立場から想定される問題点を報告しました。

山本市長に続き、福原議長・中島副議長へ同様の意見書を手渡
しました。

西
部
地
区
畜
産
振
興
協
議
会（
会
長
：

竹
長
隆
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本

部
長
）
は
８
月
23
日
、
益
田
市
遠
田
町

の
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
部
家
畜
市
場
に
お
い

て
種
畜
共
進
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
県
西
部
地
区
か
ら
13
頭
が

出
品
さ
れ
、
前
原
智
審
査
委
員
長
（
島

根
県
西
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
益

田
家
畜
衛
生
部
長
）
ほ
か
６
人
の
審
査

委
員
に
よ
っ
て
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

出
品
さ
れ
た
個
体
は
何
れ
も
素
晴
ら

し
い
状
態
に
仕
上
が
っ
て
お
り
、
審
査

基
準
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
中
で
も
優

秀
な
雌
牛
３
頭
が
特
選
賞
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

号　

名

地
区
名

生
産
者
名

特
選
賞
首
席

み
と
べ
に

美　

都

河
野　

健
輔

特
選
賞
二
席

ま
ひ
る

江　

津

佐
々
木
健
二

特
選
賞
三
席

な
つ
み

匹　

見

寺
戸　

倉
雄

優
秀
賞
主
席

す
て
ら

日　

原
（
農
）京
村
牧
場

優
良
賞
主
席

み
や
ざ
く
ら

日　

原
（
農
）京
村
牧
場

部
位
賞

号　

名

地
区
名

生
産
者
名

肢　

蹄　

賞

ま
ひ
る

江　

津

佐
々
木
健
二

前　

躯　

賞

な
つ
み

匹　

見

寺
戸　

倉
雄

特選賞主席に選ばれた、みとべに号（令和６年８月３０日生まれ）
と生産者の河野健輔さん。

　

今
回
の
西
部
地
区
種
畜
共
進
会
で
特
選
賞
に
選
出
さ
れ
た
３
頭
の
雌
牛
は
、
９
月
27
日

に
島
根
県
中
央
家
畜
市
場
で
開
か
れ
る
島
根
県
種
畜
共
進
会
へ
西
部
地
区
代
表
と
し
て
出

場
し
ま
す
。
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西いわみ地区本部からのおしらせ

待
ち
遠
し
い　

こ
が
ね
の
稲
穂　

ゆ
れ
る
頃

（
益
田
市　
　
　

竹
田　

和
夫
さ
ん
）

夕
暮
れ
に　

染
ま
り
し
稲
穂
の　

黄
金
色

（
益
田
市　
　
　

加
藤　

富
之
さ
ん
）

農
夫
が　

苦
と
労
重
ね
た　

稲
穂
垂
れ

（
益
田
市　
　
　

田
中
由
貴
美
さ
ん
）

風
立
ち
て　

風
に
う
な
づ
く　

稲
穂
か
な

（
益
田
市　
　
　

三
浦　
　

学
さ
ん
）

黄
金
色　

波
打
つ
稲
穂
に　

深
呼
吸

（
益
田
市　
　
　

柳
井　

文
江
さ
ん
）

雨
降
ら
ず　

稲
穂
の
黄
金　

出
せ
な
い
ぜ

（
益
田
市　
　
　

喜
村　

信
江
さ
ん
）

秋
風
に　

ゆ
れ
る
稲
穂
は　

黄
金
色

（
益
田
市　
　
　

加
治
イ
ト
ヨ
さ
ん
）

や
っ
と
慈
雨　

受
け
て
潤
う　

稲
穂
な
り

（
益
田
市　
　
　

田
中
千
代
子
さ
ん
）

い
な
ほ
た
れ　

今
年
も
豊
作　

秋
来
た
り

（
益
田
市　
　
　

澁
谷
美
保
子
さ
ん
）

稲こ
う
べ穂

た
れ　

風
に
重
た
や　

黄
金
波

（
益
田
市　
　
　

岡
﨑　

雄
一
さ
ん
）

苦
労
し
て　

黄
金
の
稲
穂　

父
笑
顔

（
益
田
市　
　

小
笠
原
か
よ
み
さ
ん
）

暑
さ
に
も　

水
不
足
に
も　

勝
つ
稲
穂

（
益
田
市　
　

佐
々
木
い
さ
子
さ
ん
）

ね
ぎ
ら
っ
て　

稲
穂
た
れ
る
や　

労
わ
す
る

（
益
田
市　
　
　

吉
村　

芳
江
さ
ん
）

食
べ
る
ほ
ど　

お
腹
か
が
垂
れ
る　

稲
穂
か
な
（
益
田
市　
　
　

齋
藤　

照
平
さ
ん
）

稲
穂
出
て　

ま
ず
は
安
心　

水
ほ
し
い

（
益
田
市　
　
　

野
村　

芳
子
さ
ん
）

台
風
に
も　

敗
け
ず
実
っ
た　

稲
穂
の
顔

（
益
田
市　
　
　

籾
山　

敏
子
さ
ん
）

頭
さ
げ　

豊
作
し
め
す　

稲
穂
か
な

（
益
田
市　
　
　

藤
井
キ
ヨ
コ
さ
ん
）

物
価
高　

黄
金
の
稲
穂
み
の
り　

収
穫
祈
り
つ
つ（
益
田
市　
　
　

金
子　

貞
男
さ
ん
）

田
ん
ぼ
で
は　

稲
穂
が
笑
顔
で　

勢
ぞ
ろ
い

（
益
田
市　
　
　

両
見
か
す
み
さ
ん
）

我
が
田
ん
ぼ　

精
魂
込
め
た　

稲
穂
か
な

（
津
和
野
町　
　

大
井　
　

守
さ
ん
）

夕
焼
に　

染
る
稲
穂
は　

黄
金
色

（
津
和
野
町　
　

日
熊　

春
子
さ
ん
）

出
揃
っ
た　

稲
穂
に
猛
暑　

よ
う
し
ゃ
な
く

（
津
和
野
町　
　

高
谷
喜
里
栄
さ
ん
）

黄
金
色　

稲
穂
き
ら
め
く　

朝
の
つ
ゆ

（
津
和
野
町　
　

豊
田　

往
野
さ
ん
）

黄
金
の　

稲
穂
に
今
年
も　

安
堵
す
る

（
津
和
野
町　
　

斎
藤　

久
衛
さ
ん
）

暑
さ
に
耐
え　

今
は
立
派
な　

稲
穂
か
な

（
津
和
野
町　
　

古
山　

包
子
さ
ん
）

こ
が
ね
色
の　

稲
穂
に
た
わ
む
る　

雀
の
群
れ
（
津
和
野
町　
　

桑
原
八
恵
子
さ
ん
）

九
十
路　

稲
穂
の
人
生　

送
り
た
い

（
津
和
野
町　
　

中
野　

健
二
さ
ん
）

サ
ラ
サ
ラ
と　

稲
穂
な
び
か
せ　

千
の
風

（
吉
賀
町　
　
　

竹
中　

和
博
さ
ん
）

米
価
格　

喜
こ
び
出
来
ず　

稲
穂
か
な

（
吉
賀
町　
　
　

河
野　

君
江
さ
ん
）

暑
い
中　

頑
張
っ
た
ね　

稲
穂
さ
ん

（
吉
賀
町　
　
　

中
村
恵
己
子
さ
ん
）

ユ
ニ
ク
ロ
の　

案
山
子
に
向
い　

稲
穂
か
な

（
吉
賀
町　
　
　

田
村　

民
子
さ
ん
）

11
月
の
お
題
は「
紅
葉（
こ
う
よ
う
）
」で
す

ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

お
題
「
稲
穂
」

●葉書に　俳句か川柳かを明記してください。　住所、氏名、電話番号をご記入ください。
●あて先　〒698-0024　益田市駅前町15-1　JAしまね 西いわみ地区本部 企画総務部 総務ふれあい課

応募
方法

俳
句
・
川
柳
❖締切❖
令和７年
10/15

（当日消印有効）

年金定期便、年金手帳、印鑑、裁定請求書、年金証書等をお持ちいただくと、より具体的な相談ができます。はじ
めての方や、現在受けている年金に疑問をお持ちの方もお気軽に相談でき、秘密は固く守られます。ぜひ会場にお
越しください。

西いわみ地区本部 西いわみ統括支店 金融課
年金相談センター（0856-22-8680）は、

平日（8:45～17:00）いつでもご相談いただけます。

10月の無料年金相談会～お気軽にご相談を～

10月の年金相談会

10月17日（金）日原支店
10：00～18：00　JA年金相談員※日程・社会保険労務士は変更になる場合があります。
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圃場の健康状態は？ 圃場の健康状態は？ 土壌分析のお知らせ
肥料コストの軽減を図る目的として、西いわみ管内の農業者を対象に土壌分析を実施いたします。

今後の農産物栽培に向け、是非、参考にして頂きたいと思います。

令和
７年10月１日～令和

８年２月27日まで
６．申込受付期間

１検体当り　税込500円（分析項目６項目）
１．分 析 料 金

ＰＨ・加里・石灰・苦土・りん酸・ケイ酸（６項目）

２．分 析 項 目

土壌診断結果については、郵送いたします。

３．分 析 結 果

○依頼書の記入
○圃場作付予定作物等の記入
○土壌分析料金の引落承諾書への記入が必要と

なりますので、土壌分析申し込み時に引落し
口座登録印をお持ちください。

４．分析依頼に際しての注意事項

５．土採取上の注意事項

①１圃場５箇所で採取する。
②深さは、表面から５～10cmの表土を取り除い

て、コップ１杯程度の土を採取し、５箇所の土を
よく混ぜよく乾燥させてください。

③乾燥後、土を細かくしてコップ２杯分をビニール
袋に入れご提出ください。

圃場図

手　順

《提　出　場　所》　ＪＡしまね 西いわみ地区本部 営農経済部 及び 各支店
《お問い合わせ先》　ＪＡしまね 西いわみ地区本部 営農経済部 営農企画課　電話 0856-23-1911

西部農林水産振興センター益田事務所からのお知らせ

農作業中の事故に注意しましょう
　農作業中の事故で亡くなられる方は全国で毎年200～300人と、就業者10万人当たりの死亡者数としては建
設業の２倍程度で推移しています。死亡事故を要因別にみると「機械作業による事故」が全体の６割を占めてお
り、転落、転倒、誤操作等により機械の下敷きになる事例が多くなっています。

※農林水産省のホームページより

農作業事故は誰にでも起こりうること
です。以下を参考に事故防止に努めま
しょう。

①�基本的な安全対策の励行
（シートベルト、ヘルメット
の着用等）

②�機械の正しい操作・使用
方法を守る

③�経験年数が少ない場合、
複数名で作業する

④�日頃から危険な箇所がな
いか確認し対策を講じる
⑤�体調が悪い場合は作業を
控える
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また、キャベツ収穫機によ
る収穫を行いました（図 ）。
収穫機を使うことで、重量の
あるキャベツを運ぶ手間が省
け、女性や高齢者でも楽に収
穫を行うことができました。
今回の取り組みは、作業時
間・労力の削減に大きな効果
が見られ、今後の省力化や働
きやすい環境づくりを考える
良い機会となりました。

１ キャベツの規模拡大と安定生産に向けた新たな作型への挑戦
津和野町の農事組合法人もとごうでは令和 年から、栽培面積の拡大と作型分散を目的として、「初夏

作」に取り組みました（図 ）。従来の作型（秋冬作）では、 月の高温期に定植を行うため、苗の枯死
による欠株が多く、十分な収量が得られないことが課題でした。今回、定植時の気温が比較的安定して
いる初夏作に取り組んだ結果、欠株率が低下し、目標を上回る を達成しました（図２）。

秋冬作 初夏作

目標値

図 キャベツ作型別栽培時期

図 作型別の収量比較 図 キャベツ収穫機

２ 機械化一貫体系による玉ねぎ栽培への取り組み
吉賀町の農事組合法人ごんごんじいの郷では、キャベツに続く水田園芸の取り組みとして今作から初

めて玉ねぎ栽培に挑戦しました。栽培にあたっては、移植機や収穫機を用いた機械化一貫体系による省
力的な栽培を目指しました。また、出荷・調製作業を しまね広域玉ねぎ調製保管施設に委託するこ
とでより省力化を図りました。

歩行型全自動移植機歩行型全自動移植機 拾い上げピッカー拾い上げピッカー2条茎葉処理機2条茎葉処理機

【機械化一貫体系による省力的な栽培】

取組の結果、収量は で目標を達成し、収穫を機械
化することで効率的に作業ができました。出荷は鉄コンテナ
を集荷所に持っていけば生産者の作業は終了し、その後は調
製保管施設にて調製・出荷が行われました。これらの取り組
みにより、 当たりの作業時間は県指針の半分以下となり
（表 ）、省力化が図られました。
同法人では、初めての玉ねぎ栽培に手ごたえを感じており、

来年度も引き続き栽培を行うこととなりました。

収量目標︓ 実績︓

表1　10a当たり作業時間の実績
実績（h） 県指針（h）

畝立て
施肥
定植
防除
収穫・出荷・調製
その他
合計

目標達成

目標達成

島根県西部農林水産振興センターからのお知らせ

お問合せは、島根県西部農林水産振興センター益田事務所まで（TEL：0856-31-9614）

水田園芸品目で目標収量を達成
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多彩な催し物を計画して
お待ちしています

多彩な催し物を計画して
お待ちしています

日時 10/26
場所 シルクウェイにちはら

日時 10/26
場所 シルクウェイにちはら

日日

大石　誠 さん

島根県農業協同組合　西いわみ地区本部　人事異動
１．退　職
〔令和７年８月11日付〕【有期雇用職員】　石田　　悠　益田東支店金融共済課� （依願退職）
〔令和７年８月31日付〕【正　職　員】　大石　　誠　西益田支店匹見事業所長� （定年退職）

【有期雇用職員】　寺戸　　聡　営農経済部指導販売課匹見加工場�（依願退職）
〔令和７年９月30日付〕【有期雇用職員】　岸田　　杏　六日市支店金融共済課� （依願退職）

２．採　用
〔令和７年９月１日付〕【有期雇用職員】　大石　　誠　西益田支店匹見事業所長

３．異　動〔令和７年９月１日付〕
新　任　部　署　・　職　位 氏　　　名 旧　任　部　署　・　職　位

本 店 金融部金融相談課長補佐（西部駐在） 大庭　奈穂 西いわみ統括支店�
金融課長補佐兼年金相談センター

西いわみ統括支店 ローンセンター 西田　博明 本店金融部金融企画課

営 農 経 済 部
営農企画課長補佐 大谷　康詞 本店米穀園芸部園芸販売課長
営農企画課 原田　仁美 営農経済部経済課
経済課 村上　悟志 営農経済部営農企画課

益 田 東 支 店 金融共済課 宮内　猛虎 営農経済部営農企画課

西 益 田 支 店
匹見事業所兼匹見加工場 西藤　海星 西益田支店経済課兼匹見事業所
中西事業所兼経済課 西迫はるみ 西益田支店中西事業所

六 日 市 支 店 金融共済課長補佐 村上　幸恵 本店金融部金融相談課長補佐
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